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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第74期

第３四半期累計期間
第75期

第３四半期累計期間
第74期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2021年４月１日
至 2021年12月31日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

営業収益 (千円) 2,032,117 1,979,754 2,388,827

経常損失（△） (千円) △288,148 △485,714 △645,147

四半期(当期)純損失（△） (千円) △293,896 △332,452 △509,914

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 626,761 626,761 626,761

発行済株式総数     
　　　普通株式 (株) 10,453,920 10,453,920 10,453,920
　　　優先株式 (株) 1,200,000 1,200,000 1,200,000

純資産額 (千円) △262,457 △803,488 △466,424

総資産額 (千円) 6,693,438 6,361,511 6,584,662

１株当たり四半期(当期)
純損失金額（△）

(円) △32.87 △37.18 △120.02

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額     
　　　普通株式 (円) ― ― ―
　　　優先株式 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) △4.0 △12.7 △7.2
 

 

回次
第74期

第３四半期会計期間
第75期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

自 2021年10月１日
至 2021年12月31日

1株当たり四半期純利益金額又は
1株当たり四半期純損失金額（△）

(円) 5.46 △11.35
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用しており、当第３四半期累計期間及び当第３四半期会計期間に係る主要な経営指標等については、

当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関係会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり

四半期(当期)純損失であるため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が提出会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る以下の主要なリスクが発生しております。なお、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書の提出日現在におい

て当社が判断したものであります。

 
継続企業の前提に関する重要事象等について

当社は、前事業年度におきまして、新型コロナウイルス感染症の影響により、個人・団体需要の急減及びキャン

セルが多発したことや、感染拡大防止の観点から主力ホテルを一時休業したことにより、売上高は大幅な減収とな

り、営業損失578百万円、経常損失645百万円、当期純損失509百万円を計上したため、466百万円の債務超過となっ

たことに加えて、当第３四半期累計期間においても332百万円の四半期純損失を計上したことにより、継続企業の前

提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が当第３四半期会計期間末においても存在しております。

当社は、債務超過の解消に向けて、事業収益構造改善のための取り組みに加え、主要取引銀行との当座貸越契約

の増額による必要な資金枠を確保といった諸施策の実現により、事業面及び財務面での安定化を図り、持続的な収

支の改善を図るとともに、これらの施策により資本増強を推進し、当該状況の解消・改善に努めることを基本方針

としつつ、事業収益構造改善と債務超過の早期解消による経営安定化を目的として、資本政策の検討をした結果、

新型コロナウイルスの感染拡大は終息までに長期間かかることが見込まれることから、他社の協力を得て迅速に経

営改善を図ることが得策と考え、株式会社NSSK-Vによる当社の株式に対する公開買付けに賛同の意を表明し、現

在、第二回目の公開買付けを実施しております。

以上により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせる状況が存在するものの、重要な不確実性は認めら

れないと判断しております。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

（1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、国内外における新型コロナウイルス感染症の度重なる感染拡大の影

響により極めて厳しい状況を余儀なくされました。また、このコロナウイルス感染症の終息はいまだ見えず、今後の

経済活動・その他に及ぼす影響は極めて大きなものがあります。

リゾートホテル業界におきましては、この影響が直撃しております。

当社におきましても、2021年４月１日に政府より発令のまん延防止等重点措置及び緊急事態宣言を受け、個人・団

体需要の急減及びキャンセルが多発したことや、感染症拡大防止の観点から平日を中心に主力ホテルの一時休館をし

たことから、売上高は対前年同四半期比では減収となり、多額の損失を計上することとなりました。

その結果、当第３四半期累計期間の営業収益は1,979百万円と前年同四半期と比べ52百万円（2.6％）の減収とな

り、営業損失394百万円（前年同四半期は234百万円の損失）、経常損失485百万円（前年同四半期は288百万円の損

失）、四半期純損失332百万円（前年同四半期は293百万円の損失）となりました。なお、「収益認識に関する会計基

準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等の適用により、営業収益

は　　16百万円減少したものの、営業損失、経常損失に与える影響はありません。
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セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

[ホテル関連]

当セグメントにおきましては、新型コロナウイルス感染症の度重なる感染拡大に伴う政府のまん延防止等重点措置

及び緊急事態宣言の発令を受け、主力施設である鴨川グランドホテルとホテル西長門リゾートにて、4月から平日を

中心に休館日を設定いたしました。また、ビジネスホテルも外出自粛や移動制限に加え、渡航禁止措置によるインバ

ウンド需要の蒸発により、売上高は対前年同四半期比では減収となり、大幅な損失を余儀なくされました。

その結果、営業収益は1,538百万円と前年同四半期と比べ33百万円（2.1％）の減収となり、セグメント損失（営業

損失）は316百万円（前年同四半期は181百万円の損失）となりました。なお、収益認識会計基準等の適用により、営

業収益は16百万円減少しましたが、セグメント損失（営業損失）は０百万円減少しております。

 
[リゾート関連]

当セグメントにおきましては、鴨川グランドタワー・勝浦ヒルトップホテル＆レジデンス共に、売上高は対前年同

四半期比では減収となり、損失を余儀なくされました。

その結果、営業収益は382百万円と前年同四半期と比べ21百万円（5.4％）の減収となり、セグメント損失（営業損

失）は８百万円と（前年同四半期は９百万円の利益）となりました。なお、収益認識会計基準等の適用により、セグ

メント損失（営業損失）は０百万円増加しております。

 
[その他]

当セグメントにおきましては、リネン事業は新型コロナウイルスの影響により取引先の需要が弱く、売上高は対前

年同四半期比では増加したものの伸び悩み、損失を余儀なくされました。

その結果、営業収益は59百万円と前年同四半期と比べ２百万円（5.2％）の増収となったものの、セグメント損失

（営業損失）は20百万円（前年同四半期は19百万円の損失）となりました。なお、収益認識会計基準等の適用によ

り、セグメント損失（営業損失）は０百万円増加しております。

 

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ223百万円減少し、6,361百万円となりました。

流動資産は、前事業年度末に比べ55百万円減少し、656百万円となりました。これは主に、売掛金が67百万円増加し

たものの、未収入金が60百万円、現金及び預金が42百万円減少したことによるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べ167百万減少し、5,705百万円となりました。これは主に、建物が134百万円減少し

たことによるものであります。

流動負債は、前事業年度末に比べ54百万円増加し、4,686百万円となりました。これは主に、未払消費税等が119百

万円減少したものの、短期借入金が125百万円、未払費用が110百万円増加したことによるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べ59百万円増加し、2,478百万円となりました。これは主に、長期借入金が125百万

円増加したことによるものであります。

純資産は、前事業年度末に比べ337百万円減少し、△803百万円となりました。これは主に、四半期純損失332百万円

の計上によるものであります。

 

（2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

該当事項はありません。

 

（3）研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,600,000

Ａ種優先株式 1,400,000

計 26,000,000
 

(注)  普通株式につき消却が行われたとき、又は優先株式につき消却もしくは普通株式への転換が行われたときは、

これに相当する株式数を減ずることとしております。

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2021年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2022年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,453,920 10,453,920
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株で
あります。

Ａ種優先株式 1,200,000 1,200,000 ― （注）

計 11,653,920 11,653,920 ― ―
 

(注) Ａ種優先株式の内容は、以下のとおりであります。

(1) 単元株式数は100株であります。

(2) 優先配当金

（優先配当金）

１ 毎決算期の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録質権者に剰余金の配当を行うときは、Ａ種

優先株式を有する株主（以下「Ａ種優先株主」という。）及びＡ種優先株式の登録株式質権者（以下「Ａ種

優先登録株式質権者」という。）に対し、普通株式を有する株主（以下「普通株主」という。）及び普通株

式の登録株式質権者（以下「普通登録株式質権者」という。）に先立ち、Ａ種優先株式１株につき、発行価

額に100分の10を乗じた金額を上限として、当該Ａ種優先株式発行に際し取締役会の決議で定める額の剰余金

の配当（以下「Ａ種優先配当金」という。）を支払う。

（非累積条項）

２ ある営業年度においてＡ種優先株主及びＡ種優先登録株式質権者に対して支払う剰余金の配当の額がＡ種

優先配当金の額に達しないときは、その不足額（以下「累積未払配当金」という。）は翌営業年度以降に累

積しない。

（非参加条項）

３ Ａ種優先株主及びＡ種優先登録株式質権者に対しては、Ａ種優先配当金を超えて配当は行わない。

(3) 残余財産の分配

① 残余財産を分配するときは、Ａ種優先株主及びＡ種優先登録株式質権者に対し、普通株主及び普通登録株

式質権者に先立ち、Ａ種優先株式１株につき発行価額相当額を支払う。

② Ａ種優先株主及びＡ種優先登録株式質権者に対しては、前号のほか残余財産の分配は行わない。

(4) 取得条項

 当社は、株主に配当すべき利益をもってＡ種優先株式の一部又は全部を取得することができる。

(5) 議決権条項

 Ａ種優先株主は、当該優先株が資金調達を目的としていることから、株主総会において議決権を有しない。
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(6) 取得請求権

① Ａ種優先株主は、2009年7月1日から2024年3月28日まで、毎年7月1日から7月31日までの期間（以下、「取

得請求可能期間」という。）において、繰越利益剰余金の50％から、当該取得請求がなされた営業年度にお

いて、その発行している優先株式の任意買入若しくは強制償還を既に行ったか、又は既に強制償還を実施す

る旨の決定を行った分の価額の合計額を控除した額を限度として、Ａ種優先株式の全部又は一部の取得請求

をすることができ、取得請求可能期間満了の日以降、法令の定めに従い、遅滞なく取得手続きを行うものと

する。

② 前号の限度額を超えてＡ種優先株主からの取得請求があった場合、取得請求可能期間経過後において実施

する抽選その他の方法により決定する。

③ 取得価額は、Ａ種優先株式１株につき発行価額相当額とする。

(7) 株式の併合又は分割、新株引受権等

① 法令に定める場合を除き、Ａ種優先株式について株式の併合又は分割を行わない。

② Ａ種優先株主には新株の引受権又は新株予約権若しくは新株予約権付社債の引受権を与えない。

(8) 転換予約権

Ａ種優先株主は、Ａ種優先株式発行に際して取締役会の決議で定める取得を請求し得べき期間中、当該決議で

定める取得の条件でＡ種優先株式と引換えに普通株式を交付することを請求することができる。

(9) 強制取得

① 取得を請求し得べき期間中に取得請求のなかったＡ種優先株式は、同期間の末日の翌日以降の取締役会で

定める日（以下、「Ａ種優先株式取得日」という。）をもって、Ａ種優先株式１株の払込金相当額をＡ種優

先株式取得日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード)における

普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。円位未満小数第

２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。以下、「Ａ種優先株式取得価額」という。）で除して得

られる数の普通株式と引換えに取得する。

② 前号の平均値が（ア）Ａ種優先株式の発行に際して取締役会で定める上限取得価額を上回るとき、又は

（イ）当該取締役会で定める下限取得価額を下回るときは、前号のＡ種優先株式と引換えに交付する株式

は、Ａ種優先株式１株の払込金相当額を、（ア）の場合には当該上限取得価額で、（イ）の場合には当該下

限取得価額で、それぞれ除して得られる数の普通株式となる。

(10) 種類株主総会の決議

定款において、会社法第322条第２項に関する定めはしておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。　

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年10月１日～
2021年12月31日

普通株式
―

優先株式
―

普通株式
10,453,920
優先株式
1,200,000

― 626,761 ― 498,588

 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社鴨川グランドホテル(E04576)

四半期報告書

 6/23



 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式
Ａ種優先株式

―
「１(1)②発行済株式」の「内容」
の記載参照1,200,000

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 1,512,000
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,940,700
 

89,407 同上

単元未満株式 普通株式 1,220
 

― 同上

発行済株式総数 11,653,920 ― ―

総株主の議決権 ― 89,407 ―
 

(注) １「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式99株が含まれております。

　　 ２ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

       記載することができないことから、直前の基準日(2021年９月30日)に基づく株主名簿による記載をして

　　　　おります。

② 【自己株式等】

  2021年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社鴨川グランド
ホテル

千葉県鴨川市広場820番地 1,512,000 ― 1,512,000 13.0

計 ― 1,512,000 ― 1,512,000 13.0
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2021年10月１日から2021年12月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2021年４月１日から2021年12月31日まで)に係る四半期財務諸表について、千葉第

一監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2021年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 354,191 311,797

  売掛金 123,386 190,888

  棚卸資産 43,244 59,130

  未収入金 68,480 7,878

  その他 122,792 86,691

  貸倒引当金 △139 △213

  流動資産合計 711,956 656,173

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 10,961,906 10,977,310

    減価償却累計額 △6,754,147 △6,904,107

    建物（純額） 4,207,758 4,073,203

   構築物 500,350 500,226

    減価償却累計額 △462,872 △463,506

    構築物（純額） 37,478 36,719

   機械及び装置 238,120 238,424

    減価償却累計額 △163,515 △168,433

    機械及び装置（純額） 74,605 69,991

   車両運搬具 8,874 8,598

    減価償却累計額 △8,046 △7,932

    車両運搬具（純額） 827 665

   工具、器具及び備品 673,095 681,984

    減価償却累計額 △592,972 △601,940

    工具、器具及び備品（純額） 80,122 80,044

   土地 1,029,636 1,029,636

   リース資産 237,904 221,386

    減価償却累計額 △140,641 △147,356

    リース資産（純額） 97,263 74,030

   建設仮勘定 1,053 1,053

   有形固定資産合計 5,528,745 5,365,344

  無形固定資産 32,383 30,856

  投資その他の資産   

   投資有価証券 92,469 86,478

   差入保証金 173,005 173,005

   保険積立金 29,450 33,833

   その他 26,115 25,284

   貸倒引当金 △9,464 △9,464

   投資その他の資産合計 311,576 309,136

  固定資産合計 5,872,705 5,705,337

 資産合計 6,584,662 6,361,511
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2021年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 29,311 101,207

  短期借入金 3,589,185 3,715,169

  1年内返済予定の長期借入金 405,008 366,756

  未払金 63,328 52,375

  未払費用 166,364 277,359

  未払法人税等 8,066 10,189

  未払消費税等 145,812 26,045

  賞与引当金 29,979 16,261

  災害損失引当金 ※1  3,229 ―

  その他 192,026 121,613

  流動負債合計 4,632,312 4,686,975

 固定負債   

  長期借入金 1,500,000 1,625,000

  繰延税金負債 7,010 5,031

  退職給付引当金 138,747 143,130

  役員退職慰労引当金 30,071 30,071

  長期預り保証金 425,000 417,841

  その他 317,945 256,949

  固定負債合計 2,418,774 2,478,023

 負債合計 7,051,086 7,164,999

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 626,761 626,761

  資本剰余金 499,177 499,177

  利益剰余金 △1,610,395 △1,942,847

  自己株式 △5,321 △5,321

  株主資本合計 △489,778 △822,230

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 16,594 11,982

  評価・換算差額等合計 16,594 11,982

 新株予約権 6,759 6,759

 純資産合計 △466,424 △803,488

負債純資産合計 6,584,662 6,361,511
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

営業収益 2,032,117 1,979,754

営業費用 2,266,657 2,373,824

営業損失（△） △234,540 △394,069

営業外収益   

 受取保険金 19,779 4,424

 助成金収入 850 2,196

 補助金収入 ― 34,306

 その他 10,826 10,259

 営業外収益合計 31,455 51,185

営業外費用   

 支払利息 84,043 87,363

 アドバイザリー費用 ― 55,000

 その他 1,020 467

 営業外費用合計 85,063 142,830

経常損失（△） △288,148 △485,714

特別利益   

 助成金収入 ※1  160,951 ※1  165,283

 特別利益合計 160,951 165,283

特別損失   

 固定資産売却損 8,354 ―

 固定資産除却損 2,179 5,696

 臨時休業による損失 ※2  135,446 ―

 業務委託契約解約損 15,000 ―

 特別損失合計 160,979 5,696

税引前四半期純損失（△） △288,176 △326,127

法人税、住民税及び事業税 6,324 6,324

法人税等調整額 △604 ―

法人税等合計 5,719 6,324

四半期純損失（△） △293,896 △332,452
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当第３四半期会計期間（自 2021年10月１日 至 2021年12月31日）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、テナント等における一部の収益について、従来は顧客から受け取る対価の総額で収益を認識してお

りましたが、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受

け取る額から仕入先等に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしております。

収益認識会期基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期

間の期首の利益剰余金に加減して、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期累計期間の営業収益及び営業費用が16,197千円それぞれ減少しております。なお、利益

剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28－15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりませ

ん。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19号及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はあり

ません。

 
（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　当第３四半期累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

　　　 該当事項はありません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積りについて）

前事業年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積りの仮定に

ついて、重要な変更はありません。

 
（資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分について）

当社は、2021年12月10日開催の取締役会において、2022年2月22日開催予定の臨時株主総会に、資本金及び資本準

備金の額の減少並びに剰余金の処分について付議することを決議いたしました。
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１．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の目的

株式会社NSSK-V（以下「公開買付者」といいます。）による当社に対する公開買付けの実施の検討に伴い、当社

は、2021年12月上旬に、公開買付者から、当社において中小企業に向けた新型コロナウイルス感染症の制度融資を

活用するにあたり、当社の資本金の額を50百万円以下に減少させることが当該融資の条件となっているため、当社

の資本金を減少し50百万円以下とすることの提案を受けました。これを受けて、当社は、会社法第447条第１項及び

448条第1項の規定に基づき、資本金及び資本準備金の額の減少し、これらをその他資本剰余金に振り替えるととも

に、会社法第452条の規定に基づき剰余金の処分を行うものであります。

なお、今回の資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分によって発行済株式総数及び純資産額に変更

はなく、株主の所有株式数や１株当たり純資産額に影響はありません。

 
２．資本金及び資本準備金の額の減少の要領

（１）減少すべき資本金及び資本準備金の額

・資本金の額578,867,850円を減少して、減少後の資本金の額が50百万円以下となるようにいたします（当社が発

行している新株予約権が、効力発生日までに全て行使された場合であっても、減少後の資本金の額が50百万円以

下となるように減少額を設定しております。）。

・資本準備金の額498,588,000円を全額減少して、０円とします（当社が発行している新株予約権が、効力発生日

までに全て行使された場合には、当該行使によって増加した資本準備金の額は減少の対象とならないため、減少

後の資本準備金の額が０円とならないことがあります。）。

（２）資本金及び資本準備金の額の減少の方法

減少する資本金及び資本準備金の額の全額を、その他資本剰余金に振り替えることといたします。

（３）資本金及び資本準備金の額の減少が効力を生ずる日

2022年２月24日（予定）

（４）資本金及び資本準備金の額の減少が効力を生ずるための条件

第二回公開買付けが成立することを条件としております。

 
３．剰余金の処分の要領

会社法第452条の規定に基づき、上記２.の資本金及び資本準備金の額の減少の効力発生を条件として、当該減少

によって増加するその他資本剰余金1,077,455,850円全額を繰越利益剰余金に振り替え、欠損填補に充当いたしま

す。

（１）減少する剰余金の項目及びその額

その他資本剰余金1,077,455,850円

（２）増加する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金1,077,455,850円

 
４．資本金及び資本準備金の額の減少及び剰余金処分の日程

（１）取締役会決議　　　　　：2021年12月10日（金）

（２）債権者異議申述開始日　：2022年１月21日（金）

（３）債権者異議申述最終期日：2022年２月21日（月）（予定）

（４）臨時株主総会決議日　　：2022年２月22日（火）（予定）

（５）減資の効力発生日　　　：2022年２月24日（木）（予定）

 
（四半期貸借対照表関係）

※１　災害損失引当金

前事業年度（2021年３月31日）

2019年に発生した台風により今後復旧に要すると見込まれる費用の見積額であります。
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（四半期損益計算書関係）

※１ 助成金収入の内容は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金であります。

 

当第３四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金であります。

 

※２　臨時休業による損失の内容は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

新型コロナウイルス感染症拡大防止により、休業に伴い発生した休業中の人件費及び減価償却費等でありま

す。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

減価償却費       200,151千円 206,022千円
 

 

（株主資本等関係）

前第３四半期累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

 該当事項はありません。　

 

３．株主資本の著しい変動

当第３四半期累計期間において、新型コロナウイルス感染症の影響により、四半期純損失を計上したことによ

り、当第３四半期会計期間末において、利益剰余金が△1,394,377千円となっております。

 

当第３四半期累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

 該当事項はありません。　

 

３．株主資本の著しい変動

当第３四半期累計期間において、新型コロナウイルス感染症の影響により、四半期純損失を計上したことによ

り、当第３四半期会計期間末において、利益剰余金が△1,942,847千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期損益
計算書
計上額
（注3）ホテル関連

リゾート
関連

計

営業収益        

 外部顧客への営業収益 1,572,021 403,928 1,975,949 56,168 2,032,117 ― 2,032,117

セグメント利益又は損失(△) △181,850 9,490 △172,359 △19,320 △191,680 △42,859 △234,540
 

(注)1　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リネン事業及び清掃事業等を含んで

おります。

   2　セグメント利益又は損失(△)の調整額△42,859千円は、各報告セグメントに配分していない本社部門の費用で

あります。

　　3　セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期損益
計算書
計上額
（注3）ホテル関連

リゾート
関連

計

営業収益        

顧客との契約から生じる
収益

1,538,517 382,147 1,920,665 59,088 1,979,754 ― 1,979,754

外部顧客への営業収益 1,538,517 382,147 1,920,665 59,088 1,979,754 ― 1,979,754

セグメント損失(△) △316,614 △8,782 △325,396 △20,275 △345,672 △48,397 △394,069
 

(注)1　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リネン事業及び清掃事業等を含んで

おります。

   2　セグメント損失(△)の調整額△48,397千円は、各報告セグメントに配分していない本社部門の費用でありま

す。

　　3　セグメント損失(△)は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関す

る会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期累計期間の「ホテル関連」の営業収益は16,197千円、セグ

メント損失（△）は108千円減少し、「リゾート関連」のセグメント損失（△）は96千円増加し、「その他」のセグ

メント損失（△）は12千円増加しております。

 
(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項(セグメント情報等)」に記載のとおりであります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

　　１株当たり四半期純損失金額（△） △32円87銭 △37円18銭

    (算定上の基礎)   

 　 四半期純損失金額（△）（千円） △293,896 △332,452

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 　普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △293,896 △332,452

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,940,847 8,941,821

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失であるため、記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

（公開買付け及び親会社等の異動）

１．公開買付け及び意見表明について

当社は、2021年12月10日開催の取締役会において、下記のとおり、いわゆるマネジメント・バイアウト（注）の

一環として行われる、株式会社 NSSK-V（以下「公開買付者」といいます。）による当社の普通株式（以下「当社株

式」といいます。）及びA種優先株式（以下「当社優先株式」といい、当社株式と合わせて「当社株式等」といいま

す。）並びに当社の発行する報酬型新株予約権及び通常型新株予約権（以下、当社の発行する報酬型新株予約権と

あわせて「当社新株予約権」といいます。）の全て（ただし、公開買付者が所有する当社株式等及び当社が所有す

る自己株式を除きます。）に対する公開買付けについて、賛同の意見を表明するとともに、（i）第一回公開買付け

における当社株式等の買付け等の価格（以下「第一回公開買付価格」といいます。）は公開買付者と第一回応募予

定株主との交渉により 両者で合意したものであり、第一回公開買付けについては、第一回応募予定株主のみが応募

することが想定される一方で少数株主による応募は想定されていないこと、（ii）少数株主のために、第一回公開

買付けが成立した場合には、その決済の完了後速やかに第一回公開買付けよりも高い価格を買付け等の価格として

第二回目の公開買付け（以下「第二回公開買付け」といい、第一回公開買付けと合わせて「本両公開買付け」とい

います。）が実施される予定であることを踏まえ、第一回公開買付価格の妥当性については意見を留保し、第一回

公開買付けに応募するか否かについては、株主及び新株予約権者の判断に委ねることを決議いたしました。また、

公開買付者によれば、第一回公開買付けが成立した場合には、その決済が完了してから速やかに、公開買付者が第

一回公開買付価格よりも高い価格での第二回公開買付けを実施する予定であるとのことであるため、第二回公開買

付けが行われた場合には、第二回公開買付けに賛同の意見を表明し、かつ、当社株式を所有する株主及び報酬型新

株予約権を所有する新株予約権者に対しては、第二回公開買付けに応募することを推奨し、当社優先株式を所有す

る株主及び通常型新株予約権を所有する新株予約権者に対しては、第二回公開買付けに応募するか否かについては

新株予約権者に委ねる旨の意見を表明するべきであり、第二回公開買付けが開始される時点で改めてその旨の意見

表明について決議するべきと考える旨を併せて決議いたしました。
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続いて、2022年1月21日開催の取締役会にて、公開買付者が2022年１月24日に開始した当社株式及び当社新株予約

権に対する第二回公開買付けに対して、第二回公開買付けに賛同の意見を表明し、かつ、当社株式を所有する株主

及び当社新株予約権のうち報酬型新株予約権を所有する新株予約権者に対しては、第二回公開買付けに応募するこ

とを推奨し、当社優先株式を所有する株主及び当社新株予約権のうち通常型新株予約権を所有する新株予約権者に

対しては、第二回公開買付けに応募するか否かについては新株予約権者に委ねる旨の意見を表明する旨を決議いた

しました。

なお、当該取締役会決議は、本両公開買付け及びその後の一連の手続により当社株式が上場廃止となる予定であ

ることを前提として行われたものです。

（注）「マネジメント・バイアウト（ＭＢＯ）」とは、一般に、買収対象会社の経営陣が、買収資金の全部又は一

部を出資して、買収対象会社の事業の継続を前提として買収対象会社の株式を取得する取引をいいます。

 
２．親会社、親会社以外の支配株主、その他の関係会社、主要株主である筆頭株主及び主要株主の異動について

(1)異動する株主の概要

①新たに親会社及び主要株主である筆頭株主に該当することとなる株主の概要

（１） 名称 株式会社NSSK-V

（２） 所在地 東京都港区愛宕二丁目５番１号愛宕グリーンヒルズＭＯＲＩタワー

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役　津坂　純

（４） 事業内容
当社株式等及び当社新株予約権を取得及び所有し、当社の事業活動を支配・

管理すること

（５） 資本金 1,245,025,000円

（６） 設立年月日 2021年６月22日

（７）
大株主及び持株比率

(2022年１月21日現在)
株式会社NSSK-VV　100.0％

（８） 当社と公開買付者の関係  
 資本関係 該当事項はありません。

 人的関係 該当事項はありません。

 取引関係 該当事項はありません。

 関連当事者への該当状況 該当事項はありません。
 

 ②新たに親会社に該当することとなる株主の概要

（１） 名称 株式会社NSSK-VV

（２） 所在地 東京都港区愛宕二丁目５番１号愛宕グリーンヒルズＭＯＲＩタワー

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役　津坂　純

（４） 事業内容

１．下記の事業を営む会社及びこれに相当する事業を営む会社に対する投資

事業

（１）建設業

（２）製造業

（３）卸売業、小売業

（４）金融業、保険業

（５）不動産業、物品賃貸業

（６）学術研究、専門・技術サービス業

（７）宿泊業、飲食サービス業

（８）生活関連サービス、娯楽業

（９）教育、学習支援業

（10）医療、福祉

（11）サービス業

２．上記の事業に附帯する一切の業務

（５） 資本金 50,000円
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（６） 設立年月日 2021年６月22日

（７） 大株主及び持株比率 NSSK-VVV合同会社　100.0％

（８） 当社と公開買付者の関係  
 資本関係 該当事項はありません。

 人的関係 該当事項はありません。

 取引関係 該当事項はありません。

 関連当事者への該当状況 該当事項はありません。
 

③新たに親会社に該当することとなる株主の概要

（１） 名称 NSSK-VVV合同会社

（２） 所在地 東京都港区愛宕二丁目５番１号愛宕グリーンヒルズＭＯＲＩタワー

（３） 代表者の役職・氏名
代表社員 有栖川アセットマネジメント合同会社

業務執行社員 有栖川アセットマネジメント合同会社 職務執行者 秋山 翔平

（４） 事業内容

１．下記の事業を営む会社及びこれに相当する事業を営む会社に対する投資

事業

（１）建設業

（２）製造業

（３）卸売業、小売業

（４）金融業、保険業

（５）不動産業、物品賃貸業

（６）学術研究、専門・技術サービス業

（７）宿泊業、飲食サービス業

（８）生活関連サービス、娯楽業

（９）教育、学習支援業

（10）医療、福祉

（11）サービス業

２．上記の事業に附帯する一切の業務

（５） 資本金 50,000円

（６） 設立年月日 2021年12月２日

（７） 大株主及び持株比率 有栖川アセットマネジメント合同会社　100.0％

（８） 当社と公開買付者の関係  
 資本関係 該当事項はありません。

 人的関係 該当事項はありません。

 取引関係 該当事項はありません。

 関連当事者への該当状況 該当事項はありません。
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④新たに親会社に該当することとなる株主の概要

（１） 名称 有栖川アセットマネジメント合同会社

（２） 所在地 東京都港区愛宕二丁目５番１号愛宕グリーンヒルズＭＯＲＩタワー

（３） 代表者の役職・氏名
代表社員 津坂 純

業務執行社員 津坂 純

（４） 事業内容

１．企業の合併、買収、合弁及び企業の全部又は一部の売却に関するコンサ

ルティング

２．企業の財務に関するコンサルティング

３．企業に関する経営コンサルティング

４．企業の株式公開及び上場に関するコンサルティング

５．企業に関する情報提供サービス

６．資産保有及び管理

７．投資事業組合財産の運用及び管理

８．上記の事業に附帯する一切の業務

（５） 資本金 50,000円

（６） 設立年月日 2014年９月３日

（７） 当社と公開買付者の関係  
 資本関係 該当事項はありません。

 人的関係 該当事項はありません。

 取引関係 該当事項はありません。

 関連当事者への該当状況 該当事項はありません。
 

 
 (2)異動した株主及び異動が生じた経緯

株式会社 NSSK-Vによる第一回公開買付けは、2021年12月13日から2022年1月14日まで実施され、当社株式

5,277,436株の応募があり、応募された当社株式等の総数が買付予定数の下限（5,277,436株）以上となったため、

本公開買付けが成立いたしました。その結果、2022年１月20日（本公開買付けの決済の開始日）付で、当社の総株

主の議決権に対する公開買付者の所有する議決権の割合が50％超となったため、公開買付者は、新たに当社の親会

社及び主要株主である筆頭株主に該当することとなりました。

また、当社の親会社以外の支配株主であり、主要株主であった筆頭株主の鈴木初子氏は、その所有する当社株式

の全てを第一回公開買付けに応募した結果、2022年１月20日付で、当社の親会社以外の支配株主及び主要株主であ

る筆頭株主に該当しないこととなりました。更に、当社の親会社以外の支配株主であり、主要株主であった鈴木健

史氏は、その所有する当社株式の全てを第一回公開買付けに応募した結果、同日付で、当社の親会社以外の支配株

主及び主要株主に該当しないこととなりました。加えて、当社のその他の関係会社であった株式会社大扇商事は、

その所有する当社株式の全てを第一回公開買付けに応募した結果、同日付で、当社のその他の関係会社に該当しな

いこととなりました。

 
(3)異動年月日

2022年１月20日（第一回公開買付けの決済の開始日）

 
３．今後の見通し

第二回公開買付けによっても、当社株式及び当社新株予約権の全てを取得することができなかった場合には、第

二回公開買付けの成立後、当社は、公開買付者の要請に基づき、当社の株主を公開買付者並びに株式会社千葉銀行

及び損害保険ジャパン株式会社のみとするための一連の手続を実施する予定です。

当該手続の実施により、当社株式は、株式会社東京証券取引所（以下「東京証券取引所」といいます。）の有価

証券上場規程に定める上場廃止基準に該当し、所定の手続を経て上場廃止となる予定です。
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（株式併合について）

当社は、2022年１月21日開催の取締役会において、株式併合について、2022年２月22日開催予定の当社の臨時株

主総会（以下「本臨時株主総会」といいます。）、普通株主による種類株主総会及びＡ種優先株主による種類株主

総会（以下総称して「本種類株主総会」といいます。）に議案として付議することを決議いたしました。

なお、当社の普通株式は、上記手続の過程において、東京証券取引所の有価証券上場規程に定める上場廃止基準

に該当することとなります。これにより、当社の普通株式は、2022年２月22日から2022年３月10日までの間、整理

銘柄に指定された後、2022年３月11日をもって上場廃止となる予定です。

(1)併合する株式の種類

普通株式

(2)併合比率

当社普通株式について、2,980,607株を１株に併合いたします。

(3)減少する発行済普通株式総数

8,941,818株

（注）当社は、本取締役会において、本臨時株主総会及び本種類株主総会において、本株式併合に関する議案

が原案どおり承認可決されることを条件として、2022年3月14日付けで自己株式1,512,099株を消却するこ

とを決議しておりますので、「減少する発行済普通株式総数」は、当該消却後の発行済株式総数を前提と

して記載しております。

(4)効力発生後における発行済普通株式総数

３株

(5)効力発生日における発行可能株式総数

1,400,008株（うち普通株式の発行可能種類株式総数８株、A種優先株式の発行可能種類株式総数1,400,000

株）

(6)株式併合の効力発生日

2022年３月15日（火）（予定）

２ 【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社鴨川グランドホテル(E04576)

四半期報告書

20/23



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2022年２月９日

株式会社鴨川グランドホテル

取締役会  御中

千葉第一監査法人

　千葉県千葉市
 

 

　代表社員

　業務執行社員
 公認会計士 本　橋　雄　一  

　代表社員

　業務執行社員
 公認会計士 古　川　光　夫  

 

 
 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鴨川グ

ランドホテルの2021年４月１日から2022年３月31日までの第75期事業年度の第３四半期会計期間（2021年10月１日から

2021年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鴨川グランドホテルの2021年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認

められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
強調事項

重要な後発事象（公開買付け及び親会社等の異動）に記載されているとおり、会社は、2022年1月21日開催の取締役

会において、株式会社NSSK-V（公開買付者）による第二回公開買付けに賛同の意見を表明し、かつ、当社普通株式を所

有する株主及び当社新株予約権のうち報酬型新株予約権を所有する新株予約権者に対しては、第二回公開買付けに応募

することを推奨し、当社優先株式を所有する株主及び当社新株予約権のうち通常型新株予約権を所有する新株予約権者

に対しては、第二回公開買付けに応募するか否かについては新株予約権者に委ねる旨の意見を表明する旨を決議した。

なお、第一回公開買付けの結果、公開買付者が親会社となっている。今後、会社の株式は所定の手続きを経て上場廃止

となる予定である。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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